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インフォメーションもくじ／会議所カレンダー

相
模
原
商
工
会
議
所

本
所
・
支
所
案
内

3月14日㈪～4月13日㈬
会議所カレンダー

３　
月

1６日（水）
女性会 正副会長会議・役員会
事業承継セミナー
1７日（木）
営業力強化セミナー
営業リーダー・マネージャー養成講座②
（選択理論心理学アプローチ編）《同封チラ
シ参照》
商業部会 ３月度定例会
1８日（金）
雇用労働問題専門委員会
金融税制専門委員会・税制改正セミナー
神奈川県下14商工会議所連携ビジネス交流会
（異業種）
２２日（火）
正副会頭会議
通常議員総会
役員議員 懇親会
２３日（水）
青年部 ３月度をぐり会議
２４日（木）
第10回ロボットビジネス研究会
相模原市青年工業経営研究会 三役会
３1日（木）
相模原市青年工業経営研究会 役員会

４　
月

２日（土）
第4３回相模原市民桜まつり（～３日）
５日（火）
新入社員研修（～６日）
８日（金）
相模原市青年工業経営研究会 通常総会・懇
親会
11日（月）
甲府・八王子・相模原商工会議所 正副会頭
懇談会

本　所
〒252-02３9
相模原市中央区中央３-12-３

☎：042-75３-1３15

相模原

相模原
パークレーンズ

←八王子 横浜→

JR横浜線

スルガ銀行
相模原支店

相模原
市役所

相模原警察署

市立
清新中学校

市立
中央中学校

相模原
商工会議所本所

南支所
〒252-0３0３
相模原市南区相模大野4-5-1
市民ロビー相模大野2F

☎：042-74６-３６19

←八王子

相模女子大学

伊勢丹
相模原店本館

相模女子大学
グリーンホール

相模大野
中央公園

ボーノ
相模大野

モアーズ

相模原
商工会議所南支所

相
模
大
野

小
田
急
線

小
田
原
↓

座
間
↓

↑
新
宿

↑
町
田

相談内容 日　　時 場所

法律相談
弁護士による相談

3/11㈮・3/18㈮・3/25㈮
1３:00～1６:00 本 所

創業・経営革新相談
中小企業診断士による相談

3/24㈭
10:00～12:00･1３:00～1６:00 本 所

3/17㈭
10:00～12:00･1３:00～1６:00 南支所

税務相談
税理士による相談

3/17㈭・3/24㈭
1３:00～1６:00 本 所

受発注相談
産業振興センター相談員による相談

3/23㈬
1３:00～1６:00 本 所

その他各種相談 ※�経営全般、事業承継相談、IT相談、経営
安定相談等の各種相談も承っております。本 所

ご予約・お問い合わせ：本所経営支援課：☎ 0４２-７５３-８1３５

産業医 3/14㈪
1３:３0～14:３0

※�産業医の相談申込は
　相模原地域産業保健センター
　☎ 0４２-７0３-３000 でご予約願います。

本 所

３月の窓口相談のご案内 無 料

特　集
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トピックス

神
奈
川
県
優
良
産
業
人
表
彰

　

～
当
商
工
会
議
所
か
ら
11
名
が
受
賞
～

第63回
　

県
内
の
地
域
商
工
業
の
振
興
に
寄
与
し
て
い
る

事
業
主
と
従
業
員
を
表
彰
す
る
「
神
奈
川
県
優
良

産
業
人
表
彰
式
」
が
２
月
３
日
、
横
浜
情
報
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
計
１
４
６
名
が

受
賞
さ
れ
、
当
商
工
会
議
所
管
内
か
ら
は
11
名
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
＝
表
紙
）

　

表
彰
式
で
は
黒
川
雅
夫
県
副
知
事
（
黒
岩
知
事

の
代
理
）、
上
野
孝
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭

に
よ
る
祝

辞
の
後
、

受
賞
者
へ

表
彰
状
が

授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
所
管

内
か
ら
受

賞
さ
れ
た

方
々
は
次

の
と
お
り

で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
西
澤
勇
司
（
㈱
キ
ャ
ロ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
）
▼

原
正
弘
（
㈱
清
和
サ
ー
ビ
ス
）
▼
仁
村
治
之
（
㈱

オ
ー
パ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
）
▼
浅
井
栄
作
（
㈱
相
模

原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）
▼
稲
毛
洋
子
（
㈱
相
模
電
機

製
作
所
）
▼
井
上
公
一
（
三
菱
重
工
業
㈱
相
模
原

製
作
所
）
▼
時
田
勝
利
（
神
奈
川
石
材
㈱
）
▼
永

友
次
男
（
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
相
模
事
業

所
）
▼
福
地
重
望
（
横
浜
金
属
㈱
）
▼
村
儀
京
子

（
石
橋
園
芸
㈲
）
▼
村
野
純
（
東
栄
倉
庫
㈱
）

相模原を代表して表彰状を受け取る西澤氏（左）

開
催
さ
れ
、
財
政
組
織
委
員
や
部
会
長
を
は
じ
め
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
正
副
会
頭
の
計
15
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
同
会
議
は
、
会
館
の
老
朽
化
に
伴
い

維
持
管
理
費
が
増
大
し
て
い
る
な
ど
の
現
状
を
踏

ま
え
、
役
員
議
員
特
別
会
費
の
見
直
し
を
含
め
た

財
政
計
画
を
協
議
す
る
目
的
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

将
来
を
見
据
え
る
と
、
現
状
の
収
支
で
は
商
工

会
館
の
修
繕
費
等
が
拠
出
で
き
な
く
な
る
こ
と
に

加
え
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
者
へ
の
経
営
支

援
や
事
業
の
充
実
・
改
善
と
と
も
に
事
務
局
体
制

の
強
化
等
の
必
要
性
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

次
回
会
議
で
は
、
特
別
会
費
見
直
し
後
の
当
所

に
お
け
る
施
設
運
営
の
適
正
化
と
今
後
の
事
務
事

業
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
協
議
い
た
し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
（
志
村
英
昭
部
会
長
）・
士

業
分
科
会
は
２
月
９
日
、
当
商
工
会
議
所
と
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
本
年
11
月
の
第
16
期
役
員
議

員
任
期
に
あ
わ
せ
て
飲
食
宿
泊
分
科
会
が
飲
食
宿

泊
業
部
会
と
し
て
新
た
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
こ
と
か
ら
「
士
業
の
各
団
体
と
商
工
会
議
所
役

員
議
員
・
会
員
等
と
の
連
携
・
強
化
が
大
切
に
な

る
」、「
会
員
増
強
で
は
士
業
へ
の
メ
リ
ッ
ト
あ
る

事
業
等
の
取
り
組
み
」「
創
業
支
援
で
は
士
業
と

の
更
な
る
連
携
、
交
流
の
場
の
創
出
」
ま
た
、
士

業
分
科
会
主
催
で
実
施
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

実
務
対
応
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
企
業
に
と
っ
て
喫
緊

な
課
題
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
解
説
す
る
こ
と
が
で
き

た
事
業
で
あ
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
定
期
的
な
意
見
交
換
の
開
催
と
と
も
に
、

士
業
各
団
体
と
商
工
会
議
所
と
よ
り
一
層
の
連
携

を
図
る
た
め
、
有
意
義
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま

し
た
。

め
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に
つ
な

が
る
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
政
組
織
委
員
会
（
杉
原
康
王
委
員
長
）・
７

部
会
長
合
同
会
議
が
１
月
29
日
、
役
員
会
議
室
で

　

当
商
工
会
議
所
７
部
会
は
２
月
15
日
、
部
会
間

の
さ
ら
な
る
連
携
促
進
や
役
員
相
互
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
、
販
路
拡
大
に
向
け
た
「
７
部
会
合

同
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」
を
産
業
会
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
37
事
業
所
4０
名
が
参
加
。
７
部
会
の
事

務
局
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
、
本
年
度
の
取
り
組
み

を
説
明
し
、
参
加
者
か
ら
は
他
部
会
の
特
長
あ
る

事
業
に
対
し
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
自
己
紹
介
・
自
社
Ｐ
Ｒ
で
は
、
新
た
な
連

携
先
を
希
望
し
た
り
、
自
身
の
趣
味
の
話
題
を
発

表
す
る
参
加
者
も
お
ら
れ
、
人
脈
づ
く
り
を
は
じ

役員議員特別会費の見直しを検討
財政組織･７部会長合同会議

今後の財政について協議

７
部
会
役
員
が
連
携
�

合
同
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

部会の枠を越えて交流

士
業
分
科
会
と
の

 

意
見
交
換
会
を
開
催

サービス業
部　　会

士業団体代表者と当所役員（士業）が出席した会議
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コミュニティトップインタビュー

―
ま
ず
は
業
務
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
「
当
社
は
金
属
を
削
る
切
削
加
工
に
特
化
し
た

会
社
で
す
。
こ
れ
を
38
年
間
や
っ
て
い
ま
す
。
金

属
加
工
の
ニ
ー
ズ
は
幅
広
く
、
身
近
な
も
の
で
す

と
、
自
動
車
部
品
、
電
気
製
品
の
部
品
な
ど
を
手

掛
け
て
い
ま
す
。
変
わ
っ
た
も
の
で
す
と
、
気
象

観
測
用
装
置
の
部
品
や
ゴ
ル
フ
の
パ
タ
ー
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
工
場
で
は
年
間
数
千
種
類
の
部
品
の

加
工
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

モ
ノ
づ
く
り
で
社
会
を
豊
か
に
―
。
そ
れ

が
、
ユ
タ
カ
精
工
（
中
央
区
田
名
）
の
モ
ッ

ト
ー
で
す
。
切
削
加
工
一
筋
。
自
動
車
や
電

子
部
品
、
ロ
ボ
ッ
ト
部
品
な
ど
に
組
み
込
ま

れ
る
金
属
部
品
の
加
工
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

取
引
先
は
１
０
０
社
を
か
ぞ
え
、
最
近
で
は

麻
布
大
学
獣
医
学
部
と
共
同
で
ペ
ッ
ト
の
放

射
線
治
療
器
具
を
製
作
し
た
ほ
か
、
気
象
観

測
装
置
の
部
品
製
作
な
ど
に
も
着
手
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
１
月
に
は
県
か
ら
２
０
１
５

年
度
の
優
良
工
場
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
町
工

場
の
可
能
性
を
切
り
開
く
同
社
の
豊
岡
淳
社

長
に
、今
後
の
事
業
展
開
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

―
幅
広
い
受
注
内
容
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
「
確
か
に
、
当
社
は
切
削
加
工
に
特
化
し
て
い

ま
す
が
、
顧
客
の
要
求
が
そ
れ
だ
け
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
板
金
や
組
み
立
て
、
塗
装
、
樹
脂
加
工
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
ん
な
依
頼
に
も
積
極
的
に

応
じ
て
い
ま
す
。
私
は
相
模
原
商
工
会
議
所
の
青

年
工
業
経
営
研
究
会
（
青
工
研
）
出
身
で
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
仲
間
が
い
ま
す
。
自
社
で
で

き
な
い
切
削
加
工
以
外
の
分
野
は
、
こ
う
し
た
仲

間
に
協
力
し
て
も
ら
い
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
仲

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
モ
ノ
づ
く
り
を

行
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
受
注
に
対
応
で
き
ま
す
。

顧
客
に
と
っ
て
も
、
工
程
ご
と
に
複
数
の
業
者
に

ク
リ
ル
樹
脂
な
ど
を
使
っ
て
加
工
、
製
作
し
ま
し

た
。
普
及
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
私
た
ち
モ
ノ
づ

く
り
企
業
の
技
術
が
動
物
医
療
の
分
野
に
も
活
用

で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」

―
町
工
場
で
は
珍
し
く
、
個
人
か
ら
の
加
工
依
頼

に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　
「
そ
う
で
す
ね
。
ゴ
ル
フ
用
品
や
オ
ー
ト
バ
イ

の
部
品
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
町
工
場
は
通

常
、
個
人
客
か
ら
の
依
頼
は
手
間
が
か
か
る
た
め

敬
遠
し
ま
す
。
し
か
し
、
設
計
デ
ー
タ
な
ど
が
そ

ろ
っ
て
い
て
採
算
も
合
え
ば
、
当
社
は
受
け
ま
す
。

モ
ノ
づ
く
り
の
世
界
に
多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
社
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

Top 
Interview
Top 
Interview
トップ
インタビュー
トップ
インタビュー

ユ
タ
カ
精
工
の
豊
岡
社
長

ユ
タ
カ
精
工
㈱

代
表
取
締
役
社
長

豊
岡
　
淳 

さん

相
模
原
市
中
央
区
田
名
２
０
５
３
︲
３

☎ 

０
４
２
︲
７
６
１
︲
５
０
１
８

県
優
良
工
場
表
彰
を
受
賞

�
モ
ノ
づ
く
り
で
社
会
豊
か
に

加工設備が充実した工場内

品質検査では女性社員も活躍

発
注
し
な
く
て
済
む
の
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
に
な
り
ま
す
」

―
麻
布
大
学
と
共
同
で
動
物
医
療
向
け
の
器
具
も

製
作
し
ま
し
た
。

　
「
ペ
ッ
ト
の
頭
頸
部
に
発
生
し
た
悪
性
腫
瘍
を

放
射
線
治
療
す
る
際
に
用
い
る
、
汎
用
的
な
固
定

台
で
す
。
治
療
時
や
Ｃ
Ｔ
撮
影
時
に
ペ
ッ
ト
の
頭

の
高
さ
に
応
じ
て
固
定
で
き
る
台
が
こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、同
大
学
の
圓
尾
拓
也
氏
が『
三

点
支
持
法
』
を
考
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ペ
ッ
ト

の
上
下
の
歯
を
、
独
自
構
造
で
固
定
し
な
が
ら
、

位
置
を
決
め
ら
れ
る
方
法
で
す
。
当
社
で
は
先
生

と
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
最
終
的
に
は
ア
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小
工
場
や
家
庭
も
購
入
可
能

　

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
家
庭
向
け
の
電
気
の
小

売
自
由
化
が
始
ま
り
ま
す
。
２
０
０
０
年
か
ら
大

規
模
工
場
で
は
自
由
化
が
始
ま
っ
て
お
り
、
地
域

の
電
力
会
社
以
外
の
事
業
者
か
ら
も
電
気
を
買
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
そ
の
範
囲
が
小
規
模

工
場
や
一
般
家
庭
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　

こ
の
自
由
化
に
伴
い
、
都
市
ガ
ス
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、

石
油
、
通
信
、
商
社
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
多
様
な
事

業
者
が
電
力
小
売
り
に
参
入
し
て
く
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
そ
う
し
た
事
業
者
に
よ

る
料
金
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
や
、
電
気
と
他
の
商

材
・
サ
ー
ビ
ス
と
の
セ
ッ
ト
販
売
な
ど
、
皆
さ
ま

の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

よ
り
多
く
の
事
業
者
が
電
力
小
売
に
参
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
事
業
者
間
の
競
争
が
活
性
化
す
る
こ

と
を
通
し
て
電
気
代
が
安
く
な
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
と
し
て
は
、
新
し
い
事
業
者
か
ら
電
気

を
買
う
こ
と
に
対
し
て
停
電
な
ど
の
心
配
を
す
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
事
業

者
か
ら
電
気
を
買
っ
て
も
停
電
が
起
き
や
す
い
、

起
き
に
く
い
と
い
っ
た
差
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
電
力
会
社
の
送
配
電
網
を
経
由
し
て
家
庭

な
ど
に
届
き
ま
す
。

自
分
に
合
っ
た
料
金
メ
ニ
ュ
ー

　

む
し
ろ
、
自
分
が
ど
の
時
間
に
ど
の
く
ら
い
電

気
を
使
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
自
分
に
合
っ
た

よ
り
よ
い
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て

積
極
的
に
電
気
料
金
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

今
回
新
た
に
事
業
者
を
選
択
し
な
く
て
も

電
力
会
社
が
現
在
の
料
金
で
供
給
を
継
続

し
ま
す
の
で
、
電
気
の
供
給
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ま
が
積
極
的
に
選
択
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
小
売
事
業
者
が
料
金
そ
の
も
の

の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
通
し

て
顧
客
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
よ

り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
Ｈ

Ｐ
に
記
載
さ
れ
た
「
小
売
電
気
事
業
者
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
（http://w

w
w

.
enecho.m

eti.go.jp/category/
electricity_and_gas/electric/
sum

m
ary/retailers_list/

）。
小
規

模
工
場
や
一
般
家
庭
向
け
の
電
気
は
、
国

の
登
録
を
受
け
た
こ
の
「
小
売
電
気
事
業

者
」
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者

か
ら
勧
誘
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ
の
小
売
電
気
事

業
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
無
関
係
な
事
業
者
で
あ
れ
ば
小
規
模
工
場

や
一
般
家
庭
に
電
気
を
売
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
登
録
さ
れ
た
「
小
売
電
気
事
業
者
」
は
、

契
約
を
結
ぶ
際
に
、
契
約
期
間
、
電
気
料
金
、
解

約
の
際
の
制
約
な
ど
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
疑
問
な
点

は
、
う
や
む
や
に
せ
ず
、
納
得
の
い
く
ま
で
事
業

者
に
説
明
を
求
め
た
上
で
、
契
約
を
結
ん
で
く
だ

さ
い
。

事
業
者
選
択
へ
情
報
収
集
を

　

私
が
委
員
を
務
め
る
経
済
産
業
省
の
電
力
取
引

監
視
等
委
員
会
（
注
）
で
は
、
電
気
事
業
者
を
選

択
す
る
際
に
必
要
な
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
悪
質
な
事
業
者
へ
の
監
視
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ
で
も
、
契
約
を
結
ぶ
際

に
疑
問
に
思
う
事
柄
や
一
般
的
な
電
力
小
売
り
自

由
化
の
仕
組
み
に
つ
い
て
Ｆ
Ａ
Ｑ
を
作
成
し
て
お

り
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
（http://

w
w

w
.em

sc.m
eti.go.jp/info/faq/index.

htm
l

）。

　

事
業
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
自
分

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
小
売
電
気
事
業
者
選
択
の
た

め
の
情
報
収
集
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
注
）
電
力
取
引
監
視
等
委
員
会
＝
電
力
市
場
に

お
け
る
健
全
な
競
争
が
促
さ
れ
る
よ
う
、
市
場
の

監
視
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
経
済
産
業
大
臣
直

属
の
組
織
と
し
て
、
平
成
27
年
９
月
に
設
立
。
法

律
、
経
済
、
工
学
な
ど
の
専
門
家
５
人
の
委
員
お

よ
び
専
属
の
事
務
局
か
ら
構
成
。
電
力
市
場
に
お

い
て
適
正
な
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
か
監
視
す
る

ほ
か
、
電
力
小
売
営
業
の
ル
ー
ル
な
ど
必
要
な
制

度
づ
く
り
に
も
関
与
す
る
。

（図）我が国における電力小売自由化の経緯

電力取引監視等委員会
委員　箕輪　恵美子 氏

電
力
小
売
り
自
由
化

16年 ４ 月
全面開始

－
有
効
活
用
で
コ
ス
ト
低
減
－【前編】
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工
業
部
会
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
那

須
隆
行
委
員
長
）
は
２
月
８
日
、
相
模
原
市
民
会

館
で
「
第
５
回
会
員
交
流
大
会
」
を
開
催
。
市
内

工
業
系
企
業
経
営
者
ら
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
大
会
は
、
事
業
者
間
の
人
脈
づ
く
り

を
主
な
目
的
と
し
て
お
り
、
趣
味
や
仕
事
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
交
流
。
当
日
の
参
加
者
は
お

互
い
の
も
の
づ
く
り
技
術
や
仕
事
観
、
企
業
連
携

な
ど
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
情
報

交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

会
場
内
に
は

掲
示
板
が
設
置

さ
れ
、
い
つ
で

も
自
由
に
情
報

発
信
で
き
る
の

が
こ
の
交
流
会

の
特
徴
で
す
。
掲
示
板
に
は
当
日
限
定
の
情
報
や
、

製
品
開
発
の
相
談
な
ど
も
掲
示
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
受
発
注
へ
の
展
開
も
期
待
で
き
る
企
画
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
た
め
の
健

康
改
善
」
を
テ
ー
マ
に
、
初
心
者
で
も
楽
し
め
る

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
フ
ラ
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
を
体
験
し
ま
し
た
。「
日
頃
、
体

の
ケ
ア
に
は
無
頓
着
に
な
り
が
ち
。
こ
う
し
た
体

を
使
っ
た
企
画
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
の
も
新

鮮
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

工
業
部
会
Ｔ
Ｒ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
杉
本
祥
一

委
員
長
）
は
２
月
17
日
、「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
東

日
本
製
鉄
所
千
葉
地
区
」
の
視
察
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

同
製
鉄
所
は
、
戦
後
日
本
で
初
め
て
建
設
さ
れ

た
銑
鋼
一
貫
の
製
鉄
所
で
、
１
日
あ
た
り
約
１
万

㌧
の
鉄
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
東
京
ド
ー
ム
の
お

よ
そ
１
７
０
個
分
の
敷
地
に
は
、
19
年
間
一
時
も

火
を
落
と
さ
ず
に
稼

動
し
続
け
る
溶
鉱
炉

や
、
製
鋼
・
圧
延
な

ど
の
工
場
の
ほ
か
、

約
4０
万
ｋ
ｗ
の
電
力

を
供
給
す
る
火
力
発

電
所
も
併
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
見
学
セ
ン

タ
ー
で
製
鉄
所
概
要

説
明
を
受
け
た
後
、
鉄
を
燃
や
し
強
化
す
る
「
製

鋼
」
や
鋼
板
状
に
成
型
す
る
「
圧
延
」
の
工
程
、

製
鋼
工
場
で
は
、
溶
融
し
た
銑
鉄
を
溶
銑
鍋
か
ら

転
炉
に
流
し
こ
む
様
子
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
く
な
か
、
巨
大
な
鍋
を
専

用
の
ク
レ
ー
ン
で
傾
け
、
銑
鉄
を
流
し
込
む
光
景

は
圧
巻
。
無
数
の
火
花
と
巨
大
な
炎
が
吹
き
上
が

る
な
ど
「
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
原
点
、
技
術
の

素
晴
ら
し
さ
を
体
感
で
き
た
本
当
に
貴
重
な
経
験

に
な
り
ま
し
た
」
と
参
加
者
か
ら
は
感
嘆
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
（
志
村
英
昭
部
会
長
）
は
２

月
８
日
「
日
本
の
魅
力
の
再
発
見
・
お
も
て
な
し
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
視
察
研
修
会
を
実
施
し
23
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

お
茶
の
水
「
お
り
が
み
会
館
」
の
視
察
で
は
、

折
り
紙
を
含
む
紙
文
化
の
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
、

館
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
同
館
は
海
外
旅

行
者
も
注
目
す
る
施
設
で
相
模
原
市
の
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
に
取
り
組
む
上
で
も
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
「
花
王 

東
京
工
場
」
は
、
化
粧

品
の
製
造
工
場
と
し
て
稼
働
。
徹
底
さ
れ
た
品
質

管
理
や
生
産
工
程
と
と
も
に
、
明
治
時
代
か
ら
引

き
継
が
れ
て
い
る
製
品
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
普
段
何
気
な
く

使
用
し
て
い
る
製
品
の
品
質
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
歴
史
的
変
遷
な
ど
に
感

銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

視
察
後
の

懇
親
会
で
は
、

参
加
者
が
自

社
を
Ｐ
Ｒ
、

名
刺
交
換
す

る
な
ど
、
会

員
相
互
の
交

流
が
深
め
ら

れ
る
有
意
義

な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
今
後
の

事
業
実
施
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
伺
う
と

と
も
に
、
商
工
会
議
所
に
つ
い
て
理
解
を
さ
ら
に

深
め
、
今
後
積
極
的
な
利
活
用
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
３
区
で
会
員
懇
談
会
を
開
催
。
79

事
業
所
か
ら
81
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
商
工
会
議
所
を
利
用
し
た
代
表
者
か

ら
、「
経
営
者
同
士
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
」「
経

営
に
つ
い
て
適

切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
」

な
ど
、
会
員
の

声
を
紹
介
Ｖ
Ｔ

Ｒ
で
放
映
。
入

会
間
も
な
い

参
加
者
か
ら
は
、

「
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
ら
商
工
会
議
所
に
ま
ず
相
談
し
て
み
よ

う
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
会
員
が
交
流
で
き
る
場
を
増
や
し
て

ほ
し
い
」
と
の
要
望
も
受
け
ま
し
た
。
当
商
工
会

議
所
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
次
年
度
に
開
催
予
定

の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を
拡
充
、
多
様
な
連
携
に
よ

る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

懇
談
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
人
脈
づ
く
り
や
情
報

交
換
が
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

工業部会
「
第
５
回
会
員
交
流
大
会
」開
催

 

市
内
事
業
者
の
交
流
盛
大
に

フラフィットネスを体験

工
業
部
会
Ｔ
Ｒ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
の
づ
く
り
の

原
　
　
　
点「
製
鉄
」を
視
察見学会には21名が参加した

伝
統
工
芸
・
文
化
を
学
ぶ

 

東
京
視
察
研
修
を
実
施
！

サービス業
部　　会

おりがみ会館にて小林館長の説明を受ける

中央区で開催した懇談会

当
所
の
積
極
的
な
利
活
用
を

 

各
区
で
会
員
懇
談
会
を
開
催
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相
模
原
市
商
店
街
地
域
貢
献
活
動
推
進
協
議
会

（
武
内
英
雄
会
長
）
は
、「
第
16
回
さ
が
み
は
ら
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
」
を
３
月
16
日
～
22
日
に
各
地
の

商
店
街
（
会
）
で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
「
地
域
の
お
客
様
の
暮
ら
し
に
役

立
つ
商
店
街
」
を
目
指
し
、市
内
の
商
店
街
（
会
）

な
ど
が
、
街
を
一
斉
に
清
掃
す
る
も
の
で
す
。

　

参
加
者
も
毎
年
増
え
て
お
り
、
商
店
主
を
は
じ

め
、
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
学
生
な
ど

７
０
０
名
を
越
え
る
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

　

さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
（
渡

辺
将
文
会
長
）
は
２
月
５
日
、
セ
ミ
ナ
ー
「『
も

の
づ
く
り
×
Ｉ
ｏ
Ｔ
』で
ビ
ジ
ネ
ス
が
変
わ
る
！
」

を
開
催
。
市
内
企
業
経
営
者
ら
53
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
師
は
ロ
ン
ド
・
ア
プ
リ
ウ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
の

中
崎
勝
氏
。
中
小
製
造
業
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

中
崎
氏
は
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
旬
の
ワ
ー
ド
で
は
あ
る

も
の
の
、
正
し
い
認
識
が
さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
、

「
も
の
づ
く
り
業
者
」「
設
備
業
者
」「
サ
ー
ビ
ス

供
給
業
者
」
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
の
違
い
に
触
れ
、

具
体
的
な
利
用
シ
ー
ン
や
効
果
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

最大５０万円を補助！ 経営計画を作成して、
販路開拓に取り組みませんか？

■名　　　称：小規模事業者持続化補助金
■内　　　容：経営計画を作成し、その計画に沿って、販路開拓に取り組む費用を支援
■対　象　者：小規模事業者
　　　　　　　※常時雇用する従業員数：製造業・建設業・運輸業・その他は、20人以下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卸売業・サービス業・小売業は、5人以下
■補　助　率：2/３
■補助上限額：50万円（但し、海外展開・雇用対策・買物弱者対策に係るものは100万円。要公募要領の確認）
■補助事業例：①チラシ作成・配布�②ＨＰ作成・改良�③広告掲載、折込広告�④店舗の改装・改修等
■お問い合わせ：経営支援課　☎�042-75３-８1３5

公　募
5/13㈮まで

　

ま
た
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
普
及
に
よ

る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

エ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

の
可
能
性
に
も

言
及
。「
ソ
フ

ト
の
技
術
は
海

外
か
ら
取
り
込

み
、
自
動
機
や

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

日
本
企
業
が
強
い
ハ
ー
ド
の
分
野
に
応
用
し
て
い

く
事
が
理
想
」
と
続
け
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
関
東
経
済
産
業
局
か
ら
、
経
済
産
業

省
の
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
補
助
金
等
の
施
策

説
明
が
行
わ
れ
、「
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
新
展
開
支
援
補
助
金
」
や
「
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

実
証
事
業
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
施
策
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。

だ
い
て
い
ま

す
。

　

当
協
議
会

で
は
、
本
事

業
を
通
じ
て

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活

性
化
も
目
指

し
て
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
参

加
を
お
願
い

し
ま
す
。

「
Ⅰ
ｏ
Ｔ
×
も
の
づ
く
り
」

�

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

 

さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会

商
店
街
が
ま
ち
を
一
斉
清
掃
し
ま
す

�

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

前回の様子 I oT 活用を解説する中崎氏

　

当
商
工
会
議
所
は
２
月
９
日
、
相
模
原
市
、
相
模

原
市
議
会
と
と
も
に
政
府
を
訪
問
し
、
独
立
行
政
法

人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
模
原
事
務
所
に
つ
い
て
、

現
在
地
で
事
業
継
続
す
る
よ
う
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
要
望
内
容
お
よ
び
要
望
先
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
存
続
で

�

要
望
書
を
提
出

　

相
模
原
・
町
田
商
工
会
議
所
の
正
副
会
頭
は
２
月

２
日
、
ホ
テ
ル
ラ
ポ
ー
ル
千
寿
閣
で
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
2０
・
23
年
度
に
開
催

し
て
お
り
、
今
回
で
３
回
目
の
開
催
。
当
日
は
、
相

模
原
市
と
町
田
市
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
当
所
か
ら
は
平
成
39
年
に

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
と
Ｊ
Ｒ
橋
本
駅
南
口
へ

の
県
内
駅
設
置
の
橋
本
駅
周
辺
地
区
及
び
小
田
急
多

摩
線
の
Ｊ
Ｒ
相
模
原
駅
へ
の
延
伸
実
現
、
相
模
総
合

補
給
廠
の
一
部
返
還
を
含
め
た
相
模
原
駅
周
辺
地
区

を
一
体
的
な
広
域
交
流
拠
点
と
捉
え
、
高
次
都
市
機

能
が
集
積
す
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
ま
た
、
両
市
は
商
圏
や
生
活
す
る
う
え
で
も

身
近
な
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
商
工
会
議
所
の

特
性
を
活
か
し
、
部
会
や
会
員
に
メ
リ
ッ
ト
あ
る
事

業
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
定
期
的
に
懇
談
会
を
開
催

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

連
携
事
業
等
の

�

更
な
る
取
り
組
み
を

 

正
副
会
頭
懇
談
会
開
催

相模原・町田
商工会議所

3/16~3/22
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㈱
エ
イ
チ
・
エ
ー
エ
ル

　

中
小
企
業
診
断
士　
東　

正
博 

氏

補
助
金
獲
得
に
向
け
た

 

申
請
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

新
事
業
展
開
に
挑
戦
し
よ
う
⑩

　

持
続
化
補
助
金
を
始
め
と
し
た
補
助
金
申
請
書

類
の
作
成
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
第
１
～
３
回

で
は
、
強
み
と
機
会
か
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
第
４
回
で
は
、“
売
上

が
増
加
す
る
こ
と
を
説
明
す
る
〟
と
い
う
こ
と
を

解
説
し
ま
す
。

　

持
続
化
補
助
金
で
は
特
に
、
販
売
促
進
が
大
き

な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。
補
助
金
対
象
の
販
売
促

進
を
実
施
す
る
と
“
な
ぜ
売
上
が
上
が
る
の
か
〟

と
い
う
こ
と
が
、
採
択
の
た
め
に
は
重
要
で
あ
り
、

多
く
の
申
請
事
業
者
で
説
明
が
不
足
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
補
助
金
対
象
経
費
と
し
て
、
最
も
多

い
“
チ
ラ
シ
〟
と
“
看
板
・
店
舗
改
装
〟
を
例
に

具
体
的
に
説
明
し
ま
す
。

１
．
チ
ラ
シ

　

チ
ラ
シ
配
布
で
の
注
意
す
る
点
は
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
内
容
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
枚
数
を
具
体
的
に

表
現
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
“
集
客
し

て
何
を
し
た
い
の
か
〟
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
１
）
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　

 　

地
域
・
世
帯
の
特
徴
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、
高

齢
者
な
ど
）
だ
け
で
な
く
、
リ
ピ
ー
ト
客
か
新

規
顧
客
か
も
考
え
ま
す
。

（
２
）
内
容

　

 　

チ
ラ
シ
に
ど
の
よ
う

な
工
夫
を
す
る
の
か

（
サ
ー
ビ
ス
券
付
？
連

絡
先
の
書
き
方
、
地
図

の
表
現
、
写
真
・
色
使

い
な
ど
）
は
考
え
て
お

き
た
い
で
す
。

（
３
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

 　

い
つ
ど
の
地
域
に
ど
れ
だ
け
の
枚
数
を
配
布

す
る
の
か
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
な
ど
を
作
っ
て
、

分
か
り
や
す
く
表
現
す
る
こ
と
で
、
実
現
性
や

具
体
性
が
伝
わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

（
４
）
枚
数

　

 　

配
布
枚
数
は
、
世
帯
数
な
ど
市
場
か
ら
決
め

る
方
法
と
、
目
標
来
店
数
と
チ
ラ
シ
を
見
て
来

店
す
る
確
立
か
ら
算
出
す
る
方
法
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。
は
事
業
期
間
中
に
使
い
切
れ
る
枚

数
を
根
拠
を
も
っ
て
設
定
し
た
い
で
す
。

（ 

５
）
何
を
し
た
い
の
か
（
リ
ピ
ー
ト
に
繋
が
る

顧
客
満
足
の
提
供
）

　

 　

チ
ラ
シ
で
集
客
し
て
提
供
す
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
が
顧
客
満
足
に
繋
が
る
こ
と
を
説
明
し
た

い
で
す
。
顧
客
満
足
が
あ
る
か
ら
リ
ピ
ー
ト
し

て
く
れ
る
と
な
れ
ば
、
チ
ラ
シ
の
効
果
は
、
一

時
的
な
売
上
増
加
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
ま

で
考
え
た
い
で
す
。

２
．
看
板
取
付
・
店
舗
改
装

　

重
要
な
の
は
、“
な
ぜ
売
上
が
上
が
る
か
〟
を

説
明
す
る
こ
と
で
す
。
特
に
ト
イ
レ
な
ど
外
か
ら

見
え
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
直
接
売
上
増
加
の

理
由
と
し
て
は
理
解
し
づ
ら
い
部
分
で
す
。

　

全
く
知
ら
な
い
人
が
、
知
っ
て
、
興
味
を
も
っ

て
、
購
入
す
る
（
来
店
す
る
）
ま
で
の
流
れ
の
中

で
、
欠
け
て
い
る
部
分
を
探
し
て
、
他
の
施
策
で

埋
め
る
。
と
い
う
こ
と
を
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
ト
イ
レ
を
洋
式
に
て
快
適
性
を
、

特
に
高
齢
者
に
対
し
て
改
善
す
る
」
は
、
店
舗
の

外
か
ら
見
え
な
い
の
で
、
流
れ
の
な
か
で
“
知
っ

て
〟
の
部
分
で
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
を
補

う
た
め
に
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
、
普
段
よ
り
も

多
く
の
集
客
を
行
い
、
ト
イ
レ
を
改
装
し
た
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
２
段
階
を
踏
む
こ
と

で
現
実
味
が
増
し
ま
す
。「
目
立
つ
看
板
を
取
り

付
け
る
」
は
、
チ
ラ
シ
を
見
て
来
店
す
る
人
が
迷

わ
な
い
よ
う
に
、
目
立
つ
看
板
を
取
り
付
け
る
。

と
い
う
こ
と
に
す
れ
ば
、
流
れ
が
よ
り
鮮
明
に
な

り
ま
す
。

　

持
続
化
補
助
金
の
申
請
書
は
、
事
業
計
画
の

形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
補
助
金
対
象
経
費

の
役
割
を
明
確
に
し
て
、
注
文
・
購
買
ま
で
の

流
れ
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
構

築
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
販
売

促
進
の
た
め
の
行
動
と
し
て
、
何
を
す
る
べ
き

な
の
か
全
体
が
明
確
に
見
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
よ
い
結
果
を
得
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
良

い
計
画
で
す
。
販
売
促
進
に
つ
い
て
今
一
度
考

え
直
す
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

峰山霊園 墓石注文受付中相模原
市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全 優 石 認 定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター

葬祭綜合
センター ㈱ 伊 藤 典 範 直営　白雲殿

斎場　紫雲殿

　0120-42-9039 http://www.ito-tenpan.com
い とう てん ぱん

フリーダイアル

＝ 大駐車場完備（150台） ＝24時間年中無休

設備内容
控室・バスルーム付日本間３室

大・中・小あわせて３斎場
（葬儀に対して使用料無料）
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有限会社コウチヤ
　　　代表取締役　藤 田 　実相模原の　　　

　お店・企業版「インターネット活用術」㊹
■防災速報、運行状況メールサービスのご紹介
　筆者が長年利用していながらまだこのコーナーで紹介できてい
なかったインターネットサービスに「防災速報、運行状況メール
通知サービス」があります。
　地震速報、豪雨予報、土砂災害、河川洪水、防犯情報、列車運
行などの情報をいち早く知ることにより、いざというときの災害
対策行動が早めに取れることはもちろんですが、日頃でも、電車
の遅延や一時間後にやってくる豪雨に備えて効率的に行動するこ
とが可能になります。これらの情報は、今ではポータルサイトや
専用アプリで簡単に調べられますが、その都度サイトにアクセス
したりスマホアプリを起動しなくても、情報が発信された瞬間に
自動的に手元に届き、さっと内容を見られるメール通知サービス
は大変便利です。
■Yahoo! 防災情報
　Yahoo! IDを取得する必要がありますが、防災情報サービスで
お勧めなのが「Yahoo! 防災情報」です。各種災害の種別ごとに
通知を受ける、受けないを設定できますが、さらに対象となる地
域を自宅、勤務先、実家などのように複数指定することができま
す。地震情報、豪雨予想、熱中
症情報は、震度や雨量など、そ
れぞれどのレベルを越えた時に
通知を受けたいかという設定も
可能です。豪雨予想では、1０分
単位で今後 1 時間の降雨量予測
が通知されてきます。登録地域
別の防犯情報も、ひったくり事
件や不審者情報など、地域に密
着した情報が流れてきます。

■Yahoo! 路線情報
　運行情報をメールで受信したい場合は、防災情報とは別のペー
ジで登録します。ここでは、まず希望する対象路線を登録し、次
に受信する時間や曜日を選択します。
　防災情報、路線情報ともに、届いたメールには最新情報のペー
ジのURLも記載されているので、前後の雨雲の様子を画像で見
るようなこともスマートフォンならその場で行えます。

■さがみはらメールマガジン
　相模原市が運営する「さがみはらメールマガジン」にも「防災」

「安全・安心」情報サービスがあります。空メールを送信して登
録する旧来型のサービスです。詳しくは市の公式サイトの紹介ペ
ージをご覧ください。携帯（ガラケー）用サイトも運営されてお
り、スマートフォンでなくても閲覧することができます。

家庭のお風呂で温泉治療! !

相模物産株式会社 相模原市中央区上溝1878（全農ミート前）
TEL ０４２（755）3 5 2 1㈹

新開
発

神経痛・リュウマチ・月経痛・冷性
切傷・痛風・産前産後・打撲・捻挫
湿疹・凍症・皮膚亀裂・神経衰弱

［効能］
厚生省許可医薬品

お 祝 引 出 物
御葬儀即返し引出物

電話１本で訪問させていただきます。

受付時間 AM10：00～PM 6：00

0120-867-749Free Dial

（フリーダイヤル）

▲ Yahoo!トップから「天気＞防災速
報」と移動し、中央左側にあるメー
ル版登録画面のバナーを選択します

　防災速報 - Yahoo! JAPAN
　http://emg.yahoo.co.jp/

◀ 通知対象にする
災害の種類と通
知レベルを登録
できます

豪雨予報メールの▶
着信例です

◀ 運行情報登録はYahoo!トップから「路線＞
運行情報」と移動します

　 運行情報（JR、私鉄、地下鉄、新幹線、フ
ライト） - Yahoo! 路線情報

　http://transit.yahoo.co.jp/traininfo/top

▲路線情報メールの着信例です

携帯サイトでは聞き逃し▶
たひばり放送も確認でき　
ます
相模原市携帯サイト
ht tp : / /mob i l e . c i t y .
sagamihara.kanagawa.
jp/

▼ さがみはらメールマガジンの登録はこのページから行えます
　メールマガジン | 相模原市
　http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/koho/13857/
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大　船　渡
商工会議所からのお便り

当商工会議所は、友好都市である岩手県大船渡市を応援す
るため、会報誌を通して大船渡市の観光情報や地域特産品
を紹介します。

――――――――――――――――――――――― 最終回

大船渡市の特産品のご購入は
三陸まるごと市  → 検索  まで

工芸品の紹介
権
ごんげん

現様
さま

　「獅
し

子
し

舞
まい

」ともいい、
東北地方では一般的に権

ごん

現
げん

様
さま

と言われ親しまれて
います。古くから火防疫
病よけの神として庶民の
信仰には根強いものがあ
ります。伊達政宗公時代、
当地方の金山繁栄の頃踊
り伝えられ、変

へん

遷
せん

を経て
現在に踊り伝えられてい
ます。
　材料には桐、欅

けやき

、椿、
水木等を使用しており、
権現様、鹿頭は全国推奨
観光土産品審査に合格し
た逸品です。

　◆お問い合わせ／今
こん

野
の

民
みん

芸
げい

（岩手県大船渡市猪川町字前田1６-３）
　　　　　　　　　☎：0192-27-542８

▲全国推奨観光土産品審査に合格した「権
ごん

現
げん

様
さま

」

「東
とうほう

方紫
し

雲
うん」〔登録商標〕

　岩手県南地域、北上山系に産出する紫
し

雲
うん

石
せき

は、またの名を東
とう

方
ほう

紫
し

雲
うん

とも
いわれ、また、鎌倉時代に愛用された関係か、鎌

かま

倉
くら

紫
し

雲
うん

とも称されていま
す。産出量は僅かで一般の採取が禁じられたほどの貴

き

石
せき

で、中国の名高い
瑞
たん

渓
けい

石
せき

もこの紫
し

雲
うん

石
せき

と同じ「輝
き

緑
りょく

凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

」であり、学術的に見て、形状・
材質ともに同系であることが明らかになっています。
　本硯は天

てん

然
ねん

紫
し

雲
うん

石
せき

を吟味精選し、一点一点特色を生かして調整したもの
で、実用と観賞を兼ね、書道家や愛

あい

硯
けん

家
か

に好評を得ておりますが、幻の石
と言われるように原料の確保が容易でなく、希少価値を呼んでいる硯

すずり

と
なっています。

　◆お問い合わせ／瑞
ずい

泉
せん

硯
けん

房
ぼう

（岩手県大船渡市赤崎町字大立50-1
　　　　　　　　　☎：0192-27-224８

▲端渓に迫る郷土の名硯「東
とう

方
ほう

紫
し

雲
うん

」

産
業
会
館
に
来
て
・
見
て
・
使
っ
て
!!

　

地
域
産
業
・
市
内
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ

た
相
模
原
市
立
産
業
会
館
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
者
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の

他
、
大
・
中
・
小
の
研
修
室
や
展
示
室
も
設
置
し
て
お
り
、
特
に
商
談
や

会
議
後
の
パ
ー
テ
ィ
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等
　々

会
館
内
で
す
べ
て
の
対
応

が
可
能
で
す
。

　

事
業
者
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
、
様
々
な
産
業
振
興
の
機
会

を
お
手
伝
い
す
る
と
い
う
意
識
を
十
分
に
持
っ
て
施
設
を
運
営
し
て
お
り
、

様
々
な
ご
要
望
に
効
率
よ
く
対
応
す
る
こ
と
で
、
事
業
者
様
と
の
共
感
が

維
持
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
施
設
の
看
板
で
あ
る
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の

充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
料
金
を
設
定
し
、
よ
り
ご
利
用

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

更
な
る
事
業
の
発
展
を
目
指
す
事
業
所
の
皆
様
と
市
内
の
産
業
振
興
の

場
と
な
る
産
業
会
館
が
「
Ｗ
ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
」（
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
）
の
関

係
に
な
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

【
利
用
申
込
に
つ
い
て
】

○
申
し
込
み
受
付
時
間

　
　

開
館
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
申
し
込
み
方
法

①
申
請
（
正
式
な
申
し
込
み
）

　

 　
直
接
来
館
し
、「
利
用
承
認
等
申
請
書
」

の
提
出
及
び
「
利
用
料
金
」
を
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

②
仮
予
約

　

 　
直
接
来
館
又
は
電
話
で
予
約
後
、
必
ず
１

週
間
以
内
に
直
接
来
館
し
、「
利
用
承
認
等

申
請
書
」
の
提
出
及
び
「
利
用
料
金
」
を
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

【基本利用料金】

区　分
面積 定員 午　前 午　後 夜　間 全　日

㎡ 人 （9:00～12:00）（1３:00～17:00）（1８:00～22:00）（9:00～22:00）

多目的
ホール

平日
272 20８

６,３00円 14,100円 11,100円 ３1,500円

土・日・休日 ８,400円 1８,900円 14,700円 42,000円

展示室� ★ 14８ 5３ 2,８00円 4,000円 4,500円 11,３00円

国際商談室 1６1 52 4,400円 ６,８00円 ６,３00円 17,500円

懇談室 124 ６0 4,８00円 7,700円 ６,６00円 19,100円

懇談室（中研修室）�★ 100 4８ 2,100円 ３,000円 ３,500円 ８,６00円

大研修室� ★ 1８３ 120 ３,６00円 5,200円 5,900円 14,700円

小研修室�� ★ 50 24 1,100円 1,６00円 1,８00円 4,500円

ＯＡ研修室� ★ 94 12 1,900円 2,８00円 ３,200円 7,900円

多目的室�� ★ 112 54 2,400円 ３,400円 ３,８00円 9,６00円

　�★印の施設は、平成2８年10月 1 日以降利用料金が変更
します。
　�国際商談室をパーティ形式で使用する場合の定員は100
人です。
　�詳細については、産業会館HPをご覧いただくか、当会
館までお問い合わせください。

【パッケージ料金】
　平成2８年 4 月 1 日から、産業振興として企業のイベント・コンベンション利
用や音楽発表会等市民の文化活動での利用促進としてパッケージ料金を新たに
設定いたしました。ご利用は、会館職員にご相談ください。パッケージ料金は、
各施設・区分の基本利用料金（営利目的等による加算利用料金を含む）に下表
の率を乗じて得た額となります。

区　分 率
イベント・コンベンション全館利用（OA研修室を除く） ８0％
音楽発表会等市民の文化活動利用（ 2階・ ３階同時利用） 90％

空室状況の確認

相模原市立産業会館
相模原市中央区中央３-1２-1　指定管理者：（公財）相模原市産業振興財団
☎ 0４２-７６８-２３11 又は http://hall.ssz.or.jp/vacancy　お気軽にお問い合わせください。
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今
★
知
っ
て
お
き
た
い

 

マ
ネ
ー
学
。

金
融
保
険
業
部
会
連
載
（
第
２1
回
）

　

生
命
保
険
業
界
で
は
こ
こ
数
年
医
療
保
障
の
分

野
で
価
格
競
争
が
進
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
近

の
ト
レ
ン
ド
と
し
て
、
医
療
技
術
の
進
歩
や
社
会

環
境
の
変
化
に
呼
応
し
て
、
医
療
保
障
の
事
業
領

域
を
再
定
義
す
る
動
き
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

病
気
に
よ
る
入
院
・
手
術
給
付
金
な
ど
に
よ
っ

て
経
済
的
に
顧
客
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
従
来
の
医
療

保
険
か
ら
、
予
防
（
病
気
に
な
る
前
）
か
ら
治
療
、

予
後
（
病
気
が
治
っ
た
あ
と
）
の
サ
ポ
ー
ト
に
い

た
る
ま
で
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
豊
か

で
健
康
な
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
顧
客
を
包
括
的

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
医
療
保
険
へ
と
進
化
す
る
動
き

が
み
ら
れ
ま
す
。

　

予
防
で
は
生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
を
支
援
し
、

治
療
で
は
最
適
な
治
療
や
医
療
機
関
の
支
援
、
予

後
と
し
て
、
社
会
復
帰
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
支
援
を
行
う
。

　

従
来
の
経
済
的
支
援
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生

活
の
質
を
高
め
る
支
援
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
実
現
の
た
め
に
は
変
革
が
必
要
で
あ
り
、

様
々
な
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
活
用
や
、
先
端
分
野

の
専
門
領
域
に
お
い
て
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

異
業
種
企
業
な
ど
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
動

き
も
活
発
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

弊
社
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
も
商
工
会
議
所
を
通

じ
て
、
会
員
企
業
の
福
祉

充
実
を
図
っ
て
お
り
、
死

亡
保
障
、
退
職
金
、
年
金
、

医
療
、
介
護
の
一
助
を
担

い
つ
つ
、
健
康
経
営
、
疾

病
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

保
険
給
付
前
の
取
り
組
み

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
革
新
的
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
で
、
皆
様
の
お
役
に
立
ち
、

社
会
的
課
題
解
決
を
手
助
け
し
て
参
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社　

相
模
原
営
業
所

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
５
－
６
４
８
７

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～
か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

�
神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会

▼
外
部
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

　

当
協
会
で
信
用
保
証
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
皆
さ
ま
の
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
中
小

企
業
診
断
士
等
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。

▼
ポ
イ
ン
ト

・
当
協
会
が
派
遣
費
用
を
負
担
！

・ 

今
年
度
か
ら
無
料
の
派
遣
回
数
を
３
回
か
ら
５

回
に
拡
充
し
ま
し
た
。

・ 

当
協
会
で
信
用
保
証
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
方
（
予
定
を
含
む
）
が
対
象
で
す
。

【
利
用
企
業
の
声
】

　
「
自
社
の
強
み
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

指
摘
し
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
た
い
。
ま
た
、
予
算

と
実
績
の
管
理
の
必
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
た
の
で
、
非
常
に

あ
り
が
た
い
。
今
後
は
国
の
経
営
改
善
計
画
策
定

支
援
事
業
を
活
用
し
て
み
た
い
。」

　

さ
て
、
皆
さ
ま
も
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参

考
に
、
経
営
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
相
模
原
支
所

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

　
http://w

w
w

.cgc-kanagaw
a.or.jp

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
『
支
店
』
に
な
り
ま
す
。

代表理事　長　田 　功
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
官公需適格組合（平成20・03・18関東第125号）

〒252－0239　神奈川県相模原市中央区中央3－7－5
TEL 042－776－6100　FAX 042－776－5656
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１
０
０
号

 
昭
和
５７
年（
１
９
８
２
年
）11
月
２0
日
発
行

● 

当
時
の
記
事

・
第
９
回
運
営
委
員
会
を
開
催
・
全
市
連
合
歳
末

大
売
出
し
実
施
内
容
ま
と
ま
る　

・
小
規
模
企
業

振
興
委
員
制
度
を
視
察

● 

こ
の
年
の
市
の
主
な
出
来
事

・
横
山
公

園
野
球
場

に
ナ
イ
タ

ー
施
設
が

完
成

・
キ
ャ
ン

プ
淵
野
辺

跡
地
で
６

都
県
市
防

災
総
合
訓

練
を
開
催

特 集

　

相
模
原
商
工
会
議
所
は
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
４
月
２
日
、
全
国
で
４
６
４
番
目
の
商
工
会

議
所
（
現
在
５
１
４
商
工
会
議
所
）、
県
下
で
は
12
番
目
（
現
在
14
商
工
会
議
所
）
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
発
足
し
た
６
月
に
創
刊
し
た
「
さ
が
み
は
ら
商
工
会
議
所
会
報
」
は
43
年
の
歴
史
を
経
て
、

こ
の
た
び
５
０
０
号
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
内
の
経
済
情
勢
や
地
域
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、

役
員
議
員
、
会
員
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
も
の
で
あ
り
、
改
め
ま
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
事
業
所
の
皆
様
に
有
益
な
情
報
を
提
供
し
、
会
員
企
業
に
役
に
立
つ
会
報
と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
読
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
刊
号

 

昭
和
４８
年（
１
９
７
３
年
）６
月
1５
日
発
行

● 

当
時
の
記
事

・
待
望
の
商
工
会
議
所
発
足　

・
小
企
業
経
営
改

善
資
金
を
創
設

● 

こ
の
年
の
市
の
主
な
出
来
事

・
鹿
沼
公

園
が
完
成

・
メ
ジ
カ

ル
セ
ン
タ

ー
が
完
成

・
人
口
35 

万
人
超
え

る

２
０
０
号

 

平
成
３
年（
１
９
９
１
年
）３
月
10
日
発
行

● 

当
時
の
記
事

・
篠
﨑
源
太
郎
会
頭
の
叙
勲
祝
賀
会　

・
無
錫
市

か
ら
経
済
交
流
団
が
来
所　

・
一
日
な
ん
で
も
相

談
を
開
催

● 

こ
の
年
の
市
の

主
な
出
来
事

・
Ｊ
Ｒ
相
模
線
が

電
化
開
業

・
サ
ン
デ
ッ
キ
相

模
大
野
が
完
成

・
カ
ナ
ダ 

ス
カ

ボ
ロ
ー
市
と
友
好

都
市
提
携

３
０
０
号

 

平
成
11
年（
１
９
９
９
年
）７
月
10
日
発
行

● 

当
時
の
記
事

・
第
53
回
通

常
議
員
総
会

・
青
年
部
関

東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
相
模
原

大
会
開
催
地

テ
ー
マ
決
ま

る・
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

新
規
産
業
創

造
ビ
ジ
ョ
ン

ま
と
ま
る

● 

こ
の
年
の
市
の
主
な
出
来
事

・
店
頭
回
収
方
式
に
よ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
が

始
ま
る　

・
サ
ン
エ
ー
ル
さ
が
み
は
ら
が
オ
ー
プ

ン　

・
橋
本
駅
北
口
Ｃ
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

が
着
工

４
０
０
号

 

平
成
19
年（
２
０
０
７
年
）11
月
10
日
発
行

● 

当
時
の
記
事

・
第
13
期
役
員
議
員
決
定　

・
市
政
要
望
書
提
出

（
政
令
指
定
都
市
移
行
実
現
に
向
け
て
、
大
野
台

企
業
団
地
設
立
支
援
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
橋
本
駅
設

置
働
き
か
け
等
）・
新
相
模
原
市
政
令
指
定
都
市

へ
の
道
（
行
政
区
の
区
割
り
試
案
）　

・
第
４
回

相
模
原
お
店
大
賞
受
賞
店
紹
介

● 

こ
の
年
の
市
の
主
な
出
来
事

・「
政
令
指
定
都
市
」
移
行
を
表
明　

・
加
山
俊

夫
新
市
長
就
任　

・「
商
店
街
の
活
性
化
に
関
す

る
条
例
」
制
定　

・
相
模
原
市
政
令
都
市
推
進
市

民
協
議
会
発
足　

・
ラ
ク
ア
ル
・
オ
ダ
サ
ガ
オ
ー

プ
ン

当時の国道16号古淵駅周辺

第12回相模原市商業まつり

当時の商工会議所

河
本
前
会
頭
が
会
長
を
務
め
た

相
模
原
市
政
令
指
定
都
市
推
進
市
民
協
議
会

こ
の
年
の
人
気
投
票
で
決
定
し
た

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
て
る
て
姫
」

てるて姫のイラスト

てるて姫イラストの人気投票を若葉まつりで行った

「
さ
が
み
は
ら

商
工
会
議
所

会
報
」５
０
０
号
発
刊

 

～
商
工
会
議
所
の
主
な
出
来
事
を
ニ
ュ
ー
ス
と
写
真
か
ら
振
り
返
る
～
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わが社のいち押しコミュニティ

取
っ
た
後
に
は
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
環
境
配
慮
も
考
え
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
素

材
を
高
級
感
あ
る
布
袋
に
し
ま
し
た
。
ラ
ッ
ピ
ン

グ
だ
け
で
な
く
、
小
物
入
れ
や
バ
ッ
グ
イ
ン
バ
ッ

グ
（
小
型
バ
ッ
グ
）
と
し
て
再
利
用
で
き
ま
す
。

し
か
も
、ラ
ッ
ピ
ン
グ
布
袋
の
縫
製
を
、同
社
で
は
、

福
祉
施
設
の
障
が
い
者
や
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
・
釜
石
市
の
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
人
た
ち
へ
の

継
続
し
た
仕
事
と
し
て
委
託
。
被
災
地
支
援
に
も

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
楽
天

か
ら
評
価
さ
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

■
顧
客
感
動
が
リ
ピ
ー
ト
に

　

店
と
顧
客
と
の
対
面
販
売
で
は
な
い
ネ
ッ
ト
通

販
の
世
界
。一
般
的
に
は
、両
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　

フ
レ
ッ
ク
ス
（
緑
区
橋
本
）
は
、
パ
ジ
ャ
マ
の
ネ
ッ
ト
通
販
だ
け
で
年
間
２
億
円
以
上
を
売
り
上

げ
ま
す
。
安
価
な
海
外
製
の
普
及
と
と
も
に
、
斜
陽
産
業
と
さ
れ
て
き
た
パ
ジ
ャ
マ
業
界
で
す
が
、

同
社
で
は
ギ
フ
ト
用
の
「
高
級
パ
ジ
ャ
マ
」
と
い
う
新
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
。
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
１
月
に
は
、「
楽
天
」
に
出
店
す
る
４
万
店
か
ら
優
れ
た
店
舗
を
決
め
る
「
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ブ
・

ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０
１
５
」
で
特
別
賞
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
門
）
を
受
賞
。
全
国
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

あ
り
、
な
か
に
は
83
回
も
リ
ピ
ー
ト
す
る
顧
客
も

い
ま
す
。

　
「
自
分
の
パ
ジ
ャ
マ
に
は
お
カ
ネ
を
か
け
ま
せ

ん
が
、
ギ
フ
ト
な
ら
こ
だ
わ
り
を
優
先
し
て
購
入

し
て
下
さ
い
ま
す
」
と
熊
坂
雅
之
社
長
。
ほ
と
ん

ど
は
、
大
切
な
人
へ
の
贈
り
物
、
つ
ま
り
ギ
フ
ト

と
し
て
購
入
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

■
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
再
利
用

　

一
方
、
熊
坂
社
長
と
と
も
に
、
同
社
を
け
ん
引

す
る
の
が
、
店
舗
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
妻
・
泉

さ
ん
で
す
。
泉
さ
ん
は
、
商
品
企
画
か
ら
店
舗
運

営
に
ま
で
携
わ
り
、
女
性
目
線
の
発
想
で
ユ
ニ
ー

ク
な
取
り
組
み
を
次
々
と
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
有
料
の
ギ
フ
ト
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
素
材
は
単
に
「
商

品
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
」
だ
け
が
目
的
で
、
受
け

■
「
ギ
フ
ト
用
」
に
着
目

　

同
社
が
扱
っ
て
い
る
の
は
、
た
だ
の
パ
ジ
ャ
マ

で
は
な
く
「
高
級
パ
ジ
ャ
マ
」
に
な
り
ま
す
。
原

材
料
の
選
別
か
ら
商
品
企
画
ま
で
手
掛
け
、
生
産

は
協
力
工
場
に
委
託
。
そ
し
て
「
楽
天
」
や
「
ア

マ
ゾ
ン
」、
自
社
の
直
販
サ
イ
ト
「
パ
ジ
ャ
マ
屋
」

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

価
格
は
ど
れ
も
８
０
０
０
円
～
２
万
円
台
。
そ

れ
で
も
、
月
平
均
で
１
６
０
０
件
以
上
の
注
文
が

社社
わが

の『
い
ち
押
し
』

㈲
フ
レ
ッ
ク
ス

パ
ジ
ャ
マ
の
通
販
で
躍
進

�

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
も
注
力

シ
ョ
ン
が
薄
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、「
お
客
さ
ん
の
声
が
す
ぐ
に
入
っ
て

き
ま
す
。
今
は
ネ
ッ
ト
上
で
商
品
レ
ビ
ュ
ー
な
ど

も
あ
り
反
応
も
早
い
。
実
店
舗
以
上
に
顧
客
と
の

距
離
は
近
い
で
す
」
と
、
熊
坂
社
長
は
い
い
ま
す
。

顧
客
の
声
を
次
の
商
品
開
発
に
す
ぐ
に
反
映
さ
せ

ら
れ
る
の
も
「
ネ
ッ
ト
通
販
の
有
利
な
点
」
と
も

付
け
加
え
ま
す
。
ま
た
、
商
品
発
送
時
に
は
、
ス

タ
ッ
フ
が
１
枚
１
枚
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

書
き
添
え
て
い
ま
す
。

　

熊
坂
社
長
は
「
単
に
顧
客
満
足
と
い
う
言
葉
で

は
足
り
ま
せ
ん
。
い
か
に
顧
客
に
感
動
し
て
も
ら

う
か
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
リ
ピ
ー
ト
に
つ
な
が
る

の
で
す
」
と
話
し
て
ま
す
。

熊坂社長と妻・泉さん

相
模
原
市
緑
区
橋
本
４
︲
16
︲
13

☎ 

０
４
２
︲
７
１
５
︲
３
４
９
５

再利用できる商品ラッピングを考案

高級パジャマを生地からオリジナルで製作



14

相模原市青年工業経営研究会（青工研）

新入会員募集中！
～42歳以下の工業系若手経営者～

お問い合わせ
☎ ０42-753-8136（産業振興課）

アクティブ５

　

都
市
産
業
研
究
会
（
小
野
弘
会
長
）
は
２
月
19

～
2０
日
、
会
員
11
名
が
参
加
し
、
津
久
井
地
域
の

観
光
資
源
等
を
視
察
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

視
察
先
の
城
山
ダ
ム
は
、
人
口
の
急
増
と
産
業

の
発
展
に
よ
り
、
増
大
す
る
水
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
上
水
道
用
水
及
び
工
業
用
水
の
供
給
と
発

電
事
業
と
し
て
昭
和
4０
年
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
の
放
流
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
部
（
清
水
良
則
会
長
）
は
講
演
会
「
さ
が

み
は
ら
商
人
思
草
塾
」
を
２
月
15
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

さ
が
み
は
ら
商
人
思
草
塾
は
、
市
及
び
商
工
会

議
所
が
主
催
、
市
商
連
・
商
工
会
議
所
商
業
部
会
・

商
工
会
議
所
青
年
部
が
企
画
主
管
と
し
て
運
営
し
、

市
内
の
若
手
経
営
者
、
商
店
の
後
継
者
育
成
を
目

的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
講
師
に
迫
一
成
氏
（
合
同
会
社
ア
レ

　

女
性
会
（
猪
熊
幸
江
会
長
）
は
、
商
工
会
議
所

内
部
団
体
と
し
て
、
女
性
経
営
者
の
資
質
向
上
や

商
工
業
の
振
興
、
会
員
間
の
連
携
・
親
睦
を
深
め

る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
福
祉
と
環
境
」「
地
産
・
地
消
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
活
動
し
て
お
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講
演
会
の

開
催
や
、
子
供
た
ち
の
教
育
支
援
を
目
的
に
市
内

に
あ
る
県
立
高
校
へ
の
寄
付
活
動
、
相
模
原
産
の

桑
茶
「
と
う
と
る
ん
」
の
開
発
・
販
売
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

当
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
女
性
経
営
者
ま

た
は
経
営
に
携
わ
る
女
性
の
方
な
ら
誰
で
も
入
会

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
細
は
女
性
会
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
５

　

次
に
㈱
イ

ノ
ウ
エ
（
緑

区
鳥
屋
）
の

視
察
で
は
、

組
紐
業
と
し

て
昭
和
３
年

に
創
業
し
た

老
舗
企
業
で

あ
り
、
現
在

で
は
組
紐
技

術
を
応
用
し
た
カ
ラ
ー
の
ヘ
ア
ゴ
ム
が
全
国
的
に

有
名
で
、
国
内
シ
ェ
ア
６
割
を
占
め
る
ト
ッ
プ
メ

ー
カ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

視
察
後
は
、
相
模
湖
商
工
会
青
年
部
と
交
流
会

を
行
い
、
会
員
か
ら
は
「
津
久
井
地
域
に
は
、
未

だ
知
ら
れ
て
い
な
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
あ
る
、
相
模
原
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
光
資
源

と
し
て
貴
重
で
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
が
り
ま

し
た
。

　

工
業
部
会
・
近
未
来
技
術
研
究
会
（
西
澤
勇
司

会
長
）
は
２
月
９
日
、
第
３
回
例
会
「
８
Ｋ
ス
ー

パ
ー
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
体
験
！ 

放
送
通
信
技

術
の
近
未
来
」
を
渋
谷
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

例
会
で
は
、「
２
０
２
０
年
近
未
来
メ
デ
ィ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
と
放
送
技

術
を
展
示
す
る
「
第
45
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
技
術
展
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
主
催
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
講
師
の
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
江
口
靖
二
氏
よ
り
、
世
界
の
映
像
技

術
革
新
や
、
放
送
・
通
信
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
に

つ
い
て
解
説
が
あ
り
、
２
０
２
０
年
に
は
社
会
全

体
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
さ
れ
、
よ
り
臨
場
感
の
あ
る
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
伝
達
が
可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
中

小
企
業
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
べ
き
今
後
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
技
術
展
」
を
視
察
。
８
Ｋ
関
連

の
展
示
や
、
番
組
制
作
で
使
わ
れ
る
リ
ア
ル
タ
イ

ム
画
像
認
識
に
よ

る
照
明
制
御
技
術
、

モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

サ
ー
を
用
い
た
バ

ー
チ
ャ
ル
シ
ス
テ

ム
な
ど
最
先
端
の

メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
体
験
し

ま
し
た
。

コ
レ
代
表
社
員
・
上
古
町
商
店
街
（
協
）
副
理
事

長
）
を
お
招
き
、「
街
の
魅
力
と
愛
着
を
デ
ザ
イ

ン
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ユ
ニ
コ

ム
プ
ラ
ザ
と
相
模
原

市
民
会
館
で
の
二
部

開
催
で
8０
名
ほ
ど
の

来
場
者
が
あ
り
会
場

は
満
員
。
受
講
者
は

皆
一
様
に
熱
心
な
様

子
で
講
師
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

第二部市民会館での様子

青年部
「
さ
が
み

は
　
ら

商あ
き

人ん
ど

思し

草ぐ
さ

塾じ
ゅ
く

」開
催

 

企
画・運
営
に
貢
献 都産研津久井エリア視察研修会参加者

城山ダム地下内で説明を受ける会員

津久井の観光資源視察

近
未
来
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
体
験

近
未
来 

第
３
回
例
会
を
実
施講演会で質問する会員

女性会

新
入
会
員
募
集
中
！

都 産 研
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友好都市提携
25 周年記念 経済交流訪加団募集

インフォメーション

クリーンルームの専門家
クリーンルームに関して

導入からメンテ・改修改善まで！
キャリア25年の当社にお任せ下さい!!
〒252-０313
神奈川県相模原市南区松ヶ枝町23-7 SORRA相模原2０6

Tel：０42-851-6919 / fax：０42-851-6915
E-Mail：k-hirayama@hirayama-jpn.com
URL：http://www.hirayama-jpn.com

株式会社�

神奈川県相模原市中央区淵野辺４丁目16番14号

　当商工会議所は、 6 月3０日（木）～ 7 月 7 日（木）〈予定〉で
杉岡芳樹会頭を団長として訪加団を結成し、相模原市の友好
都市であるカナダ・トロント市を訪れる予定です。
　現地では、友好都市提携25周年記念式典への参加や、現地
の日系企業・経済団体・投資公社とのビジネス交流会などの
開催を予定しています。
　詳細につきましては希望の方にご連絡致します。お気軽に
お問い合わせ下さい。

［お問い合わせ］ 総務課　☎�０42-753-8131 昨年7月訪問の様子

部　会 事 業 所 名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容

商 業 ㈲越後屋ビューティ
さ と う 佐藤　和雄 中央区淵野辺３-4-14 042-754-7244 化粧品販売

サービス業 Hair�Salon　 結　　 人 永屋　昌治 中央区横山4-24-10 042-75８-7８75 理容室

サービス業 けんたくん相模原南店 佐藤　始可 南区磯部1471-7 090-22３８-0３5６ 治療食販売

建 設 業 ㈱　テ ィ ー エ ス ジ ー 栄田 千津子 南区下溝515-7 042-711-9151 屋外広告看板制作

建 設 業 Ｄ． ホ　　ー　　 ム ㈱ 伊藤　　学 南区松が枝町4-10 042-701-0222 屋根、外壁、内装改修工事

建 設 業 ㈲　エ ジ ソ ン 商 会 尾形　　覚 南区下溝10３-7 042-777-011８ 屋内電気配線

特別会員 医 療 法 人 社 団
守 成 会 広 瀬 病 院 広瀬　憲一 緑区久保沢2-３-1６ 042-7８2-３0６4 在宅療養支援病院

新入会員紹介
※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

平成28年 1 月31日現在会員数 4,711件
（平成28年1月1日～1月29日）

会員登録変更のお知らせ ※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

部　会 事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前

サービス業 岡村社労士事務所 所在地 南区相模大野2-22-1３-505 南区相模大野６-2３-14-701
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 ご紹介いただける事業所がございましたらご連絡をお願い致します。
 連絡先　☎ 042‒753‒8131（総務課）会員増強展開中

会員PRコーナー コミュニティ

ホルモンビストロ 瞬
〒252-０2０6　相模原市中央区淵野辺3-3-1０
☎ & FAX：０42-755-００23　　E-mail：ysd@xxh1.com
URL：http://horumon-bistro-shun.jimdo.com/
営業時間：18:００～22:3０（ラストオーダー）
　　　　　11:45～14:００（月水金）
定休日：原則日曜日　　事業内容：焼肉店

清潔感あふれる
本格ホルモン・焼肉店

　この度、お仏壇のセレモア伊勢丹相模原店は、
伊勢丹Ａ・Ｂ館閉館に伴い、2/3より本館 5 階にて 
リニューアルオープンをさせていただきました。
　リビングに合わせたお仏壇をはじめ、オリジナ
ルお線香・ローソク・お数珠を大変お求めやすい
価格で、ご提供させていただきます。

仏壇・線香・数珠など
厳選した豊富な品揃え

お仏壇のセレモア
伊勢丹相模原店

〒252-０3０3　相模原市南区相模大野4-4-3 伊勢丹相模原店 5階
☎：０42-746-1121　　FAX：０42-746-1171
URL：http://www.ceremore.co.jp
事業内容：葬儀・仏壇、仏具販売、葬儀・仏事ご相談窓口

　上カルビ、牛ハラミ、厚切り上タン等の本格焼肉や新鮮
なホルモン、一品料理はトロトロもつ煮込みや本場宮崎の
チキン南蛮が人気です。産地直送の「鯖のへしこ」や「ば
くらい」（「ほや」と「このわた」の塩辛）は獺

だっさい

祭や田
でんしゅ

酒等
の日本酒といかがでしょうか？
　レバーペースト、スモークチーズ、ジンジャエール等の
自家製物も大好評。ジャズやソウルが流れる店内で、おつ
まみからメインの焼肉、ホルモン鍋、そして締めの牛すじ
ピリ辛ラーメンやデザートまで全て楽しめるお店です！

大切な人や家族を
連れて行きたくなる、

� そんなお店です

葬儀・仏事に関する
あらゆるご相談、随時承ります


